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ジメの変
カジメは j剤、1'1 島の iq~r?菜帯で育つ(写真1) 0
収穫期は夏である O カジメはアワビとサザ
エ(クジェンギ)の餌となり、ヨードカリ
が多く含まれている。ヨードカリが多いと
いう点がカジメの変身の要因でもある O ヨ
ードカリは陣痛や消炎などに使われる外}有
薬であるヨードチンキの原料であると同時
に火薬の原料，にもなる O カジメにヨードカ
リが多く含まれているため、最近では済ナ1'
産カジメによる天然、新薬の開発の可能性が
高いという o 1ヨ帝 ~rt~15知jには様々なところ
でこのカジメが使用された。
日本経・海軍省は1900年代の初め頃までヨ
ーロッパから硝酸カリウムを輸入していた O
El本の商船はヨーロッパから日本へ硝酸カ
リウムを輸送した。しかし、 1904年に露日戦
争が勃発すると、ロシアの艦隊が太平洋と
写真 1 海の中のカジメ(撮影:済州道民
日報チョ-ソンイク記者)
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インド洋で日本商船の硝般カリウム il命送を
;l[ I析した O そのため硝般カリウムの輸入が
途絶えた O 硝i駿カリウムの不足現象は太'JZ
洋戦争が終るまで;続いた。 El.~ド i佳・海軍省
は1îìJír唆カリウムの代わりにヨードカリを i~}
ょうとした。
日本i珪・海軍省の政策はj剤、1'，1誌のカジメ
の採取に拍車をかけた。日本|箆・海軍省が
必要とするヨードカリは lij三に6~7万ポンド
である O その内、 j剤、H，1誌のカジメから lh/l~
ンドのヨードカリを{確保した。(高橋手'!'-riWJ 
鮮半島のI禁法と成氏j1998iF.) 1 
済州 j誌の海女は i二j本隙・ j毎が必!zgと
するカジメ (または、 j毛布)生産のう年に
立った o '{斉ナI'J誌の/li]:女はカジメと j毛布を採
取するために韓半島、!とi本列島、ロシア、
そしてヰI!Iにまで進出した or韓j主i水産誌j
(i拐鮮総督府j支工商部 1910年)には、 j剤、H
j誌のカジメについて次のような記録がある O
昔から済州島の人々はカジメを採取
しなかった O 日本人が購入することに
なって、これを採取するに至った O 城
山浦(ソンサンポ)に韓国物産会社が
設立されヨード製造業が開始された O
その当時、牧使に依頼し市1令を下して、
カジメ採取を奨励した結果、その採取
が大きく 11ドびたのである O
昔から済州島の人々がカジメを採取しな
かったわけではない。 済州島の人々は風浪
に浜辺まで押し流されてきたカジメの山を
採取して肥料として科用していたO ここで
いう「カジメを採取しなかったjというこ
とは海女が水の中に入ってカジメを取らな
かったということである o 1905年頃に城UJ浦
に入った韓I~物産会社はいわゆる「カジメ
工場jであったD そのときから済州島の海
女はムルジル(号号室海:に潜る)としてカジ
メを採るようになった。
1916年に日本人である小金丸汎愛が発表し
た「海藻生産調査Ja朝鮮業報.Jl12月号、
p136) には、 j斉ナトu急海女のカジメ採取の様
子が具体的に描かれている O その内容は次
のようである O
済ナ1'烏沿岸の漁業権は該当村の人々にあ
るO 村の海女は海:に泳いでいきカジメを採
るO 海:女は約4メートルから10メートルまで
水中にi替って採る O 優j主なカジメは水深12
--13メートルまで潜って採る o 1隻の筏(筆
者:筏船)に男1入、海女2--3人が同乗する O
男は船の進退を誠節する O 海:女たちは fマ
ンサリJ(lすλト己1.採1TY.物を入れる網)の付
いた「テワクJ(叶!斗・ウキ)をっき、水鏡
(水中眼鏡)をかけてi替る。「チャンゲ、ホミ j
(~-片1~1:J 1 .棒に鎌を結びつけたもの)でカ
ジメをj采り、これをf交にのせる O 時(さがカジ
メでいっぱいになると陸に運んで干す O 筏
船はむろん、風船でもカジメを取る O 一人
の海女の採取量は1ヶ月に約100寅ー程度であ
るO
f未 l~fJ の宝庫済州島.Jl (全羅南道j剤、H島庁、
1924年)では、済ナ1'島海女たちのカジメ採取
が最も盛んに行われた1916年と1917年の済州
島の経済状況に対して次のように言及して
いる(大意を記す)。
1916年、ヨーロッパ大戦(第1次世界
大戦)のおかげで今まで肥料としてし
か使われなかったカジメの相場はます
ます上昇し、搬出額は10数万円を上回
った O さらに前年度の麦・菜の作況も
食べ残るくらい豊作だったので、乞食
の姿はまったく見られない。
1917年も徐々に景気が良くなり、済州
島では新年に入ってからカジメ相場が
より一層上昇してますます好景気にな
った。
その当時、済州島のカジメは済州島氏の
主要産業の位置を占めていた O 済州島の海
女たちはカジメをどのようにf采り、どのよ
うに製造したのだろうか。
[事例1]城山邑吾照皇玄金蘭氏(1932
年生、女)
筏一隻に男の船頭1人と海女2人がi司
来して甘苔を採った O 海女は潜水して
鎌でカジメを取る O そして船頭はカジ
メを船にのせて陵地まで運んで干す O
筏の取り分としてハンギッ(せ夜、船
頭の1文り分としてハンギッ、海女の取
り分としてハンギッ、各々ハンギッず
つ分けた。
[事例2J城UJ邑新豊里高子権氏 (1923
年生、男)
筏に乗ることが出来なかった海:女は
偶人的に潜水してカジメを採った。
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[事例3J城UJ邑城UJ里金昌松氏(1917
年生、男)
風浪に浜辺まで押し流されてきた海藻
を風苔という(写真2)0 )武苔の中には
カジメも混ざっている O この村はさら
に4つの村に分けられる。 j武苔を採取す
る浜辺も4つに分けられる o )武苔を採取
する区域は固定している O 村ごとに
i所任jという風苔を取り扱う責任者を
置く O 日li-ifJは風の方向を予測して浜
辺を調べる o rf;i-任jは1人で、各家)JIi{
番に廻ってくる O その日、採取した風
苔はその場で分ける O 各家の持分とし
て各々ハンギッ、「所任Jの分としてハ
ンギッをj度した。
[事例4JIEJ左邑下道1R金利普氏(1917
年生、女)
カジメを司王らな岩や白{沙 i~~ に広げて
干す O 干したカジメをーヶ所に集めて
燃やす。カジメを燃やすと自然に穴が
写真2 カジメ拾い(撮影:撮影高光敏、
安徳函大坪里、 1998年6月26日)
※ある女性がこの村の「大l~lJという浜辺に押し
寄せてくるカジメを拾っている O このように
採取したカジメは個人所有のものになる O
できる O その穴に干した甘苔を無理や
りに入れる。カジメの灰は互いに絡ん
でJ疑問する O カジメの壊は有毒である O
カジメの趨が菜士!1lに飛んで行くと、粟
の新芽は枯れてしまう O このような様
子を「粟にシミができたjという。す
るとカジメを燃やす人とよ!日のJ守主の問
に争いもjl@きる。そのため、風の方[向
も計りながらカジメを燃やさなければ
ならなかった。
[事例5J IEI 左邑下道1Il康þ，:~F.!氏 (1925
年生、女)
太平j羊戦争 (1941~ 1945年)が真っi走
中の1寺、カジメ j天を供1¥した。王立ら村
の泊、村契の組合長は海女たちに容IJり当
てたカジメ j天を集めて!日左崩事務所に
し出した。
海女たちがいかなる1[j:j産物を採JI}(.しよう
と水に入ることを「ムレ(昔ol])水にJ
という O 日本経・海軍省は軍需物資確保の
ために1905年城山浦に「カジメ工場;Jを建て
たO この時からj剤、1'島海女社会に「カムテム
レ(社司号01)カジメ水にjとし寸言葉が
誕生した O 済1+1島のカジメは単なる肥料用
の海草から換金価値の高い海藻類に変身し
たo '{斉ナH島海立:は単なる労働者からお金を
稼ぐ職業人に変身した。済州島?1ij:女はその
お金で子供(特に息子)に教育を受けさせ
たO そのため済州島海女の息子の相当数は
社会主義革命家に変身した O 彼らのある者
は済州、14・3事件(1948)を主導し、ある者は
その事件に参加した o ?剤、円高のカジメは済
州社会を変身させる動因として作用したの
であるO
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業試験場西鮮支場長を務める O 槌民地時代、
朝鮮の農法は遅れたものとされ、 iヨ本農法
を押しつけられた。しかし、高橋昇は朝鮮
全土を調査して歩き、朝鮮のきびしい風土
に対応した農法について膨大な資料を残し
た。彼の残した資料は息子高橋甲山郎によ
って保管され、後に飯沼次郎・高橋Ifl2I1
郎・宮IHも博史の編集によって、『朝鮮半島
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馬場f忠男著
「古人類学とは何かJ
ヒトに関する学IJが細分化されて、人の全
体像が見えなくなっている O 本論は、季干Ij
f考古学Jl118号の「特集:吉人類学・最新研
究の動向一人類の進化と拡散-日本列島人の
形成史-Jの総括論文である。著者は、アフ
リカで、誕生した人類が、1:1本列島仁で、日本人
になるまでの道程を最新の発J出資料、 DNA解
析などを駆使して解説、加えて自然科学と人
文科学の協業を説いている。近年、自然科学
の進展で、考127学方面における年代測定など
に!認する論議などは13をヲ!く O 人文系研究者
もこの方面への I~l 配りは常に必要な状況にな
っている O
特集では、馬場の前掲論文に続き、 i人類
の進化と拡散Jと「日本列島人の形成史jの
二部に分け論が紹介される o i持者では、特に
ラミダス猿人の人類史上における位霞づけに
ついて多くの頁が割かれている O 後者の論文
のテーマを紹介すると、 r1おの特i致による日
本人の形成とアジア太平j芋の人々J(松村博
文)、 rDNAによる日本人の形成J(篠田謙一)、
「アイヌ民族とオホーツク文化人集団J(石田
肇・増EB隆一)、 r11l純・琉球人の成り立ちj
(土井直美)、「縄文時代における環境と植生
態の関係J(米国穣)、「徳JI将軍女性親族遺
体の“貴族7!~実"について(坂上和弘・馬場
悠男)であり、寛永寺の出土人骨から身分の
高い女性の形質を導き、貴族化・現代化を論
ずるなどその視角から調査法まで自がI~lg かれ
フ
/.0 0 
ni::年のi主j際常民文化研究機構のシンポジウ
ム「カラダが語る人類文化jでは、宮家準先
生と馬場先生に基調講演をして頂いた。坂
上・馬場先生のコンビには、昨夏、新潟県村
上市観音寺のHIJ身仏、仏海上人の平成の衣替
えの折にお世話になり、自然、人類学の手法の
一端をじかに学ばせてもらった。かつては、
総合人類学が唱えられた、今日こそ、地球上
に住む生物の一員として、その必要が高まっ
たのではないかと思う。(佐野賢治)
季刊『考古学j 1.r:ltiJJ関 2012年2月刊
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